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第13回IERE（電気事業研究国際協力機構）総会

総合技術研究所

第13回 IERE総会が10月 3 日～10月 5 日， オランダのKEMA研究所で開催されたので， その概略を

紹介する。

1 第13回 IERE総会について

IEREは昭和43年当時の電力中央研究所理事

長松永安左ヱ門氏と理事福田節雄氏との提唱によ

り， 世界の電気事業最高首脳者の全面的賛同を得

て「電気事業研究国際協力機構」として発足し，

電気事業の経営戦略の遂行に役立つ研究開発全般

について情報交換を行い， 電力技術の発展を促進

すると共に国際的交流を行っている。

現在日本， アメリカ， カナダおよび欧州8カ国

が加盟しており， 1年半に1回総会を開催してい

る。

今回の総会での主要討議課題は次の4つであっ

た。

(1) 電気事業における研究開発の新動向

(2) 火カ・原子力発電所の健全性診断に関する研

究開発

(3) 原子力発電分野における研究開発戦略

(4) 電力需要開拓に関する研究
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2 電気事業における研究開発の新動向

各国とも低成長経済下にあり， 電源開発に関す

る研究開発， 火カ・原子カフ
゜
ラントの故障診断や

既存設備の寿命延伸といった電カコスト低減に関

する中 ・短期のものにウェイトがシフトされてき

ている。

また， 需要開拓に関する研究としては， ヒー ト

ボンプの研究， 普及および電気加熱の産業分野へ

の応用研究等が積極的に行われている。

石油代替エネルギーの開発に関しては， 各国と

もその必要性は認めているが， 原子力以外は息う

ように進展していないのが実情である。 しかし，

風カ・太陽等の自然エネlレギー 利用については，

いずれもコストが高く電気事業用電源としては山

間へき地などの特殊な用途以外は利用できないと

いう共通の評価がなされた。

また討論の中で， 長期的・基礎的研究は低成長

経済下の研究の活性化につながること， 環境問題

などマスメディアで作り出される意見に対して，

科学者は知っていることを正しく報道してもらう

よう努める責任がある等活発な意見があった。

3 火カ・原子力発電所の健全性診断に関する研

究開発

欧米においては， 火力·原子力発電所の設備の

健全性評価手法についての研究を熱じに進めてい

る。

特に火カ・原子カフ
゜
ラントの運転状態における

最過酷部分の温度， 歪等をオンライン・モニクリ

ングするジステムを導入する所が増えつつあり，

これらのデークを解析し， プラントの熱的・機械

的挙動を評価し， 従来の運転方法の見直し， 新設

プ ラ ン ト の 設計基準への反映等を行う ことによ

り， フ
゜
ラントの寿命延伸および信頼性向上に役立

てている。

また超音波， 渦電流による探傷法等の非破壊検

査法の改善に関して， 運転実績の長い火力のデー

ク等も参考にして， 人間が近づけない原子カユニ

ット機器の健全性診断のための研究開発が進めら

れており， 特に複雑な形状をした構造物の欠陥の

検出精度の向上に各国とも力を入れている。

また， これとクイアッフ
゜
して弾塑性破壊力学を

ベー スとした欠陥評価手法による構造物の健全性

評価技術が相当進んでいるように見受けられた。

これらの研究成果は相互に有機的関連があり， 最
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